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武道授業 実践の概要紹介 千葉県八千代市

　

本
市
で
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
中
学

校
保
健
体
育
科
教
員
を
対
象
と
し
た
武

道
安
全
研
修
会
を
行
っ
て
い
る
。
中
学

校
学
習
指
導
要
領
完
全
実
施
に
伴
い
、

柔
道
の
安
全
性
が
課
題
に
な
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
柔
道
の
安
全
指
導
及
び
、
剣

道
の
防
具
管
理
を
含
め
た
安
全
指
導
の

研
修
を
行
っ
て
い
る
。

　

昨
年
は
高
校
の
柔
道
部
顧
問
を
講
師

に
迎
え
、
柔
道
初
心
者
生
徒
へ
の
指
導

方
法
と
し
て
、
受
身
や
指
導
計
画
の
作

成
等
の
研
修
を
行
っ
た
。

　

本
年
度
は
文
部
科
学
省
よ
り
刊
行
さ

れ
た
『
柔
道
指
導
の
手
引
（
三
訂
版
）』

の
作
成
協
力
者
を
講
師
に
迎
え
、
柔
道

の
指
導
内
容
や
技
術
指
導
の
要
点
を
研

　

本
市
で
は
、
文
部
科
学
省
よ
り
委
託

を
受
け
、
千
葉
県
が
主
催
し
て
い
る
武

道
等
指
導
推
進
事
業
よ
り
派
遣
さ
れ
る

外
部
指
導
者
を
中
学
校
の
柔
道
の
授
業

に
派
遣
し
て
い
る
。
外
部
指
導
者
の
選

定
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
よ
う
な
要
件

で
選
定
し
た
。

⑴
武
道
経
験
を
生
か
し
た
指
導
が
で
き

る
こ
と

⑵
生
徒
の
実
態
に
応
じ
、
安
全
を
考
慮

し
、
段
階
的
に
指
導
が
で
き
る
こ
と

⑶
青
少
年
に
対
す
る
武
道
の
指
導
経
験

が
あ
る
こ
と

　

本
市
で
は
、
柔
道
の
有
段
者
で
あ

り
、
生
徒
へ
の
指
導
経
験
の
あ
る
元
中

　

八
千
代
市
で
は
「
子
ど
も
た
ち
の
可

能
性
を
引
き
出
す
」
た
め
に
、
子
ど
も

た
ち
の
活
躍
す
る
様
々
な
教
育
活
動
を

展
開
し
て
い
る
。
毎
年
９
月
に
市
内
の

中
学
２
年
生
が
、
10
月
に
市
内
の
小
学

５
、
６
年
生
が
一
堂
に
会
し
、
八
千
代

市
総
合
体
育
祭
を
開
催
し
て
い
る
。
午

前
は
各
校
が
学
校
演
技
を
行
い
、
午
後

武
道
授
業

実
践
の
概
要
紹
介　
　
柔
道

　

八
千
代
市
は
人
口
約
19
万
人
の
中
核
都
市
と
し
て
千
葉
県
の
北
西
部
に
位
置
し
、
東
京
の
ベ
ッ
ド
タ

ウ
ン
と
し
て
宅
地
開
発
が
行
わ
れ
、
現
在
も
児
童
生
徒
数
が
わ
ず
か
で
あ
る
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

市
内
に
は
11
校
の
公
立
中
学
校
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
４
校
が
柔
道
、
７
校
が
剣
道
の
授
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
武
道
場
の
あ
る
中
学
校
は
１
校
の
た
め
、
他
の
学
校
は
体
育
館
で
畳
マ
ッ
ト
等
を
使
用
し
て
授

業
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
の
公
立
中
学
校
に
は
柔
道
部
が
な
く
、
生
徒
の
ほ
と
ん
ど
が
柔

道
初
心
者
と
い
う
実
態
で
す
。
今
回
の
実
践
概
要
紹
介
で
は
、
柔
道
の
授
業
に
お
け
る｢

地
域
人
材
を

活
用
し
た
実
践｣

を
も
と
に
本
市
で
の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

八
千
代
市
に
お
け
る
中
学
校
武
道
の
取
組

～
柔
道
の
授
業
実
践
を
通
し
て
～

八
千
代
市
教
育
委
員
会

1

八
千
代
市
の
体
育
と
武
道
経
験
の
機
会

2

武
道
を
指
導
す
る
教
員
の
育
成

は
陸
上
の
種
目
を
中
心
と
し
た
競
技
を

行
っ
て
い
る
。

　

午
前
の
学
校
演
技
で
は
、
組
み
体
操

や
ダ
ン
ス
等
の
創
意
工
夫
の
あ
る
学
校

演
技
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
中
に
、
武

道
を
学
校
演
技
に
取
り
入
れ
て
い
る
学

校
が
あ
り
、
空
手
の
形
や
少
林
寺
拳
法

の
法ほ
う

形け
い

を
取
り
入
れ
、
各
学
校
の
創
意

3

外
部
人
材
を
活
用
し
た
柔
道
の
授
業

修
し
た
。

　

本
研
修
会
に
は
若
年
の
保
健
体
育
科

教
員
が
多
く
参
加
し
、
柔
道
の
指
導
経

験
も
少
な
い
た
め
、
次
の
よ
う
な
点
を

重
点
と
し
た
。

①
生
徒
の
怪
我
防
止(

安
全
指
導)

②
学
習
指
導
要
領
の
正
し
い
理
解
と
学

習
内
容

③
生
徒
の
実
態
に
合
わ
せ
た
指
導
計
画

及
び
指
導
方
法

④
実
技
研
修

　

千
葉
県
で
は
、
平
成
24
年
、
25
年
の

２
年
間
で
、
保
健
体
育
科
の
教
員
は
、

県
や
市
の
柔
道
の
研
修
に
全
員
が
参
加

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
八
千
代
市

の
研
修
会
で
は
、
実
技
を
中
心
に
研
修

を
行
い
、
指
導
経
験
が
少
な
い
若
年
層

の
指
導
力
向
上
を
図
る
こ
と
を
ね
ら
い

と
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
研
修
を
通
し
て
、
指
導
す

る
保
健
体
育
科
教
員
の
指
導
力
を
向
上

さ
せ
る
と
と
も
に
、
懸
念
さ
れ
て
い
る

学
習
中
の
怪
我
防
止
に
努
め
て
い
く
た

め
、
研
修
の
成
果
を
検
証
し
、
引
き
続

き
研
修
を
継
続
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

武道を指導する教員は、柔道の指導
内容や技術指導の要点を研修した　

工
夫
に
よ
り
、
武
道
を
様
々
な
形
で
経

験
す
る
機
会
を
設
け
て
い
る
総
合
体
育

祭
は
、
本
市
の
教
育
活
動
の
特
徴
で
あ

る
。

中学生による少林寺拳法の法形を取り入れた演技 小学生による空手道を取り入れた演技
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学
校
教
師
を
中
学
１
、
２
年
生
の
柔
道

の
授
業
へ
各
９
時
間
、
全
18
時
間
派
遣

し
、
実
施
校
と
計
画
を
た
て
、
実
践
を

し
た
。
以
下
に
は
、
指
導
者
を
派
遣
し

た
中
学
校
で
の
実
践
内
容
を
紹
介
す

る
。

　

実
践
報
告

学
校
名

　

八
千
代
市
立
阿
蘇
中
学
校（
千
葉
県
）

全
校
生
徒
数　

253
名

　
　
　
（
男
子
130
名　

女
子
123
名
）

種
目
等　

武
道
（
柔
道
）

Ⅰ
．
テ
ー
マ　

外
部
講
師
と
連
携
し
た

学
習
指
導
の
あ
り
方

Ⅱ
．
研
究
概
要

１　

研
究
の
ね
ら
い

⑴
生
徒
が
興
味
・
関
心
を
持
ち
安
全
に

基
礎
的
・
基
本
的
な
技
能
の
習
得
が

で
き
る
授
業
づ
く
り
。

⑵
武
道
行
動
様
式
（
礼
法
）
の
習
得
を

通
し
て
、
相
手
を
敬
う
心
、
思
い
や

り
や
感
謝
の
気
持
ち
の
育
成
。

２　

研
究
の
取
組
体
制

⑴
武
道
指
導
推
進
委
員
会

①
構
成
メ
ン
バ
ー
は
、
校
長
、
外
部
講

師
、
保
健
体
育
科
主
任
及
び
教
員
、

市
教
委
保
健
体
育
指
導
主
事
、
県
教

育
事
務
所
保
健
体
育
指
導
主
事
。

②
武
道
推
進
委
員
会
に
お
い
て
、
学
習

指
導
要
領
に
お
け
る
武
道
の
位
置
づ

け
、
柔
道
の
授
業
に
お
け
る
安
全
な

指
導
と
外
部
指
導
者
の
役
割
及
び
活

用
方
法
の
確
認
、
安
全
に
配
慮
し
た

技
の
習
得
に
つ
い
て
県
教
育
事
務
所

指
導
主
事
が
講
習
会
を
実
施
し
た
。

⑵
外
部
講
師
と
保
健
体
育
科
教
員
の
連

携
①
外
部
講
師
が
毎
時
間
、
授
業
開
始
前

に
保
健
体
育
科
教
員
に
実
技
研
修
を

実
施
し
た
。

②
外
部
講
師
と
保
健
体
育
科
教
員
が
、

授
業
展
開
、
指
導
上
の
留
意
点
に
つ

い
て
生
徒
の
習
得
状
況
を
確
認
し
な

が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
打
ち
合
わ
せ

を
行
っ
た
。

３　

研
究
の
概
要

⑴
柔
道
の
指
導
の
工
夫

①
外
部
講
師
の
実
技
研
修
に
よ
る
、
保

健
体
育
科
教
員
の
指
導
技
術
の
向
上

を
図
る
。

②
生
徒
の
実
態
や
技
の
習
得
状
況
に
応

じ
た
指
導
方
法
の
工
夫
。

③
礼
法
指
導
を
通
し
、
相
手
を
敬
う
態

度
、
思
い
や
り
や
感
謝
の
気
持
ち
の

育
成
を
図
る
。

Ⅲ
．
生
徒
へ
の
安
全
指
導

①「
頭
部
を
打
た
な
い
、打
た
せ
な
い
」

た
め
の
受
け
身
と
引
き
手
の
習
得
を

重
視
。
生
徒
の
実
態
に
配
慮
し
た
組

み
合
わ
せ
を
行
い
、
練
習
相
手
を
教

員
が
意
図
的
に
組
ま
せ
る
。

②
手
足
の
爪
、
ヘ
ア
ピ
ン
等
の
安
全
・

衛
生
を
確
保
す
る
た
め
の
学
習
の
き

ま
り
の
徹
底
。

③
楽
し
さ
を
味
わ
わ
せ
な
が
ら
、
安
全

に
技
を
習
得
さ
せ
る
た
め
の
段
階
指

導
と
技
の
精
選
。

Ⅳ
．
成
果
と
課
題

①
外
部
指
導
者
の
専
門
性
を
生
か
し
、

「
伝
統
的
な
考
え
方
」
や
基
本
的
な

技
能
を
生
徒
に
指
導
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。

②
専
門
的
な
指
導
・
助
言
を
受
け
る
こ

と
で
、
基
本
動
作
や
受
身
等
の
技
能

の
習
得
に
お
い
て
学
習
効
果
が
高
ま

っ
た
。

③
授
業
を
と
お
し
て
身
に
付
け
た
礼
法

を
、
学
校
生
活
の
中
に
生
か
し
て
い

く
こ
と
が
課
題
。

Ⅴ
．
研
究
内
容

【礼法指導】
作法の意味を教え、すぐに実践させる。

【固め技の指導】
指導のポイントを明確にするため、指導
する内容を事前に打ち合わせをした。　

【固め技の授業風景】
一斉指導とペアで学習する場を設定することで、生徒は意欲的に活動することができた。
また、外部講師と教員で見る場所を分担し、効率よく指導できた。　　　　　　　　　　

1, 2 年男子

とても思う
47％

少し思う
36％

あまり思わない
11％

全く思わない
6％

【アンケート①：今後も柔道の学習をやってみたいか】
乱暴だと思っていたが、礼儀正しいスポーツ」「実際にやってみると楽しい」等、今後も意欲を持ってやってみたいという感
想が多い。好意的でない意見には、「怖い」「痛い」等が多く、授業で場の工夫等をしていく必要があると感じた。

1, 2 年女子

とても思う
30％

少し思う
48％

あまり思わない
12％

全く思わない
10％
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4

お
わ
り
に

○
実
践
校
で
の
成
果
と
課
題

・
専
門
性
の
あ
る
外
部
指
導
者
と
保
健

体
育
科
教
員
が
生
徒
の
実
態
に
合
っ

た
指
導
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
興
味

関
心
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

・
柔
道
を
安
全
に
行
い
、
特
性
を
味
わ

わ
せ
る
授
業
計
画
で
実
践
し
た
た

め
、
生
徒
自
身
が
安
全
に
運
動
す
る

こ
と
の
意
味
を
理
解
で
き
た
。

・
外
部
指
導
者
と
打
ち
合
わ
せ
を
行
う

時
間
の
確
保
等
、
連
携
方
法
を
改
善

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

主
な
実
践
内
容
を
紹
介
し
た
が
、
外

部
指
導
者
の
専
門
性
と
保
健
体
育
科
教

員
の
指
導
力
と
、
事
前
の
打
ち
合
わ
せ

が
あ
っ
て
こ
そ
の
成
功
例
で
あ
り
、
今

後
も
連
携
の
方
法
や
授
業
計
画
、
指
導

内
容
に
つ
い
て
検
討
を
し
、
よ
り
よ
い

実
践
へ
結
び
付
け
て
い
き
た
い
。

　

武
道
に
は
、
礼
節
を
重
ん
じ
る
こ

と
、
謙
虚
で
あ
る
こ
と
、
社
会
に
貢
献

す
る
こ
と
等
、
我
が
国
固
有
の
文
化
で

あ
る
武
道
な
ら
で
は
の
教
育
効
果
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

八
千
代
市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
可

能
性
を
引
き
出
す
た
め
に
、
今
後
も
教

員
の
指
導
力
向
上
や
地
域
人
材
の
協
力

体
制
の
構
築
等
を
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
効
果
を

高
め
る
た
め
に
、
様
々
な
手
立
て
を
模

索
し
、
他
市
の
実
践
か
ら
学
び
、
武
道

の
指
導
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

1, 2 年男子

とても思う
59％

少し思う
30％

あまり思わない
7％

全く思わない
4％

【アンケート②：安全に基本的・基礎的な技能を身につけることは大切ですか】
男女ともに 9割近い生徒が、「大切」と感じている。生徒の中にも、安全のための受け身や
基本的な技能の習得についての大切さが伝わった。研究目標について、概ね達成できた。　

1, 2 年女子

とても思う
48％

少し思う
45％

あまり思わない
3％

全く思わない
4％

好評発売中！


